
人口 の うご き
10月１日現在

世帯数　　1, 737 戸
人口　男　3. 750 人

女　4, 092

計　　　7, 842

昭 和 ４０ 年
11月１日

８　４ 号

-

み
す
み

広
報

農
地
解
放
十
傑

田　 町 反 碵　　 畑　 町 反 畝
5 3, 2, 6　　　　2, 5, 6

7, 2, 3　　　　　　 １ ，５

5, 5, 2　　　　　　 １ ，３

5, 5, 9　　　　　　　 ５

5, 0, 7　　　　　　　 ４
4, 8, 7　　　　　　　 ６
4, 8, 9　　　　　　　 １

３ ，８ ，９　　　　　　　 ８
3, 5, 3　　　　　　 １ ，７
3, 4, 9　　　　　　　 ４

山本 多鶴子
角 木 八 郎
森 福 光 槌
松 野 孝 介

平 田 義 祐
木村平次
大 谷 幸 男
木 村 敏 雄末 永 実 一
田辺 潤一郎

営
農
類
型
農
家
の
分
せ
き

近
代
営
農
の
指
向
と
し
て
選
択

拡
大
に
よ
る
経
営
の
単
純
化
が
唱

え
ら
れ
て
お
る
、
こ
れ
は
近
代
良

設
い
エ
に
立
つ
二
蚰
変
生
雌
性
を

企
岡
す
る
ら
の
で
あ
る
。

し
か
し
毆
謳
か
発
肢
了
る
に
は

土
地
気
偸
等
自
然
条
件
、
立
地
経

済
条
件
、
社
会
条
件
等
か
具
備
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
之
に
対

し
複
合
経
営
は
二
部
門
を
組
合
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
労
力
配
分
や
部

門
間
相
互
作
用
で
生
産
の
向
上
が

図
ら
れ
る
等
利
点
が
あ
る
。
本
町

で
は
、
五
人
家
族
の
年
間
所
要
所

水稲共同防除 の反省
稲
作
全
般

の
反
省

苗
代
期
は
好
天
に

恵
ま
れ
健
芭
に
育
ち

本
川
移
頤
后
低
温
長

雨
が
続
き
、
葉
い
も

ち
の
激
発
が
予
想
さ

れ
た
が
、
苗
代
か
ら

の
病
邑
の
持
込
少
く

発
生
は
極
少
で
あ
っ

た
。
し
か
し
成
育
は

軟
引
徒
奘
気
味
で
茎

数
が
少
な
か
つ
に
が

八
月
に
人
つ
て
か
ら

の
晴
天
続
き
で
平
年

得
を
五
〇
万
円
と
し
、
そ
の
目
標

に
概
ね
到
達
し
て
い
る
農
家
で
、

本
心
の
基
幹
と
な
る
作
目
の
組
合

せ
で
れ
宮
し
て
い
る
も
の
を
営
農

類
型
基
準
ご
冢
と
し
て
、
一
年
間

隹
産
沁
記
を
記
．眼
し
て
頂
き
、
調

査
分
蜒
を
行
い
そ
の
改
善
を
試
み

て
い
る
、
分
析
内
容
は
別
．汳
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
農
家
は
自
分
の

経
営
を
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
り
、

劭
い
た
こ
と
が
ど
の
部
門
で
は
い

く
ら
に
な
つ
た
か
が
解
り
、
力
を

い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
ご
。こ
、

経
営
改
善
に
記
帳
。か
菻
い
こ
と
か

よ
く
の
み
込
め
、
経
営
に
覡
味
か

出
て
来
る
と
云
つ
て
い
づ气

今
后
は
各
。尸
が
基
凖
農
豕
こ
参
考

に
白
立
出
来
る
営
茵
計
画
の
副
・兄

を
推
進
す
る
方
針
で
あ
る
こ

並
に
立
ら
直
っ
た
、
（
山
同
部
や

早
生
種
で
は
。
こ
の
遥
れ
を
と
り

も
ど
せ
ず
減
収
の
囚
と
な
る
）

八
月
六
日
台
風
一
五
号
の
影
響
が

原
因
で
金
南
風
外
軟
弱
稲
の
白
葉

枯
病
の
発
生
を
み
た
。
続
い
て
九

月
一
〇
日
台
風
二
三
号
は
晩
稲
の

穗
ば
ら
み
期
に
来
襲
し
、
低
温
と

相
ま
っ
て
花
粉
の
形
成
、
交
配
に

忠
彫
響
レ
、
不
稔
。障
害
を
引
さ
起

す
と
・こ
も
に
九
月
に
入
っ
て
の
異

常
低
心
心
豊
熟
尨
を
半
年
に
比
し

一
〇
凵
位
遅
延
さ
せ
た
。

一
万
異
常
気
象
卜
で
の
病
害
虫

発
上
状
況
及
び
被
害
Ｗ
み
る
と
、

一
番
稲
作
に
影
響
し
こ
の
は
、
ヒ

メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
と
二
化
螟
虫
一
化

で
あ
る
。

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
　
平
年

よ
り
遅
目
の
六
月
丁
三
日
項
髞
盛

で
、
苗
代
及
び
移
他
初
期
の
范
に

感
劾
が
甚
し
く
、
収
侫
期
、
秘
の

出
７
く
み
が
多
い
の
が
そ
れ
で
あ

宗　頭
野波瀬
飯　井
野波瀬
下中小野
上　ゲ
沢　江上　ゲ

市上中小野

る
。
特
に
山
間
地
の
滝
坂
、
正
楽

寺
、
津
雲
で
は
被
害
株
が
三
〇
％

を
越
凡
る
激
甚
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

二

化

螟

虫

第

一

世

代

幼

虫

平
年
発
蛾
の
最
盛
は
五
月
下

旬
か
旦
（
月
上
旬
で
あ
る
が
今
年

は
異
常
低
温
の
影
響
で
、
七
月
中

旬
が
最
盛
で
あ
っ
た
。
共
同
一
斉

防
除
は
七
月
五
口
か
ら
十
日
の
間

行
０
れ
た
が
、
八
月
が
近
づ
く
に

っ
れ
被
害
が
出
現
し
、
農
家
を
あ

わ
て
さ
せ
ｔ
。

こ
の
主
候
原
閃
と
し
て
は
次
の

事
項
が
上
げ
ら
れ
る
。

匸

潮
乍
の
眄

ぽ
叨
除
べ
川
に
・隘

。二
迦
問
口
口
が
適
肖
で
あ
’Ｑ

ダ
今

年
は
防
味
后
卜
長
期
問
の
竃
蛾

よ

多

炉
っ
に
、
こ
ん
心
吊
は
二
回
防

除
が
必
。安
こ
心
ろ
。

一
二

苗
代
や
本
川
初
期
に
食
人
し

に
幼
よ
は
稲
の
栄
養
不
足
や
水
温

の
温
反
差
に
よ
り
自
然
的
な
死
中

率
が
高
い
が
今
年
は
低
柚
で
あ
っ

た
こ
と
と
、
稲
体
が
太
く
な
っ
て

か
ら
多
発
し
た
た
め
生
存
率
が
高

か
っ
た
と
思
ｐ
れ
る
。

三
、
防
除
期
は
長
雨
期
で
、
バ
イ

ジ
ツ
ト
剤
な
ど
滲
透
剤
の
効
果
が

落
り
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
外
七
月
下
旬
よ
り
八
月
上

旬
に
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
が
多
発
、
又

一
。世
代
螟
虫
、
穂
首
い
も
ち
の
多

発
か
予
想
さ
れ
た
が
、
農
家
の
積

極
的
な
防
除
に
よ
り
無
被
告
に
近

い
成
績
を
上
げ
得
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
町
が

緊
急
防
除
対
策
と
し
て
示
し
た
螟

虫
二
回
防
除
、
首
い
も
ち
二
回
防

除
を
混
合
剤
等
を
利
川
し
、
励
行

し
た
実
績
の
現
叭
で
あ
る
と
み
た

い
。特

に
首
い
も
ち
の
二
回
最
布
は

平
常
の
折
で
も
使
川
を
奨
め
て
い

た
が
。
介
隘
は
混
介
剤
の
川
堋
に

よ
り
哄
虫
う
人
か
の
併
殺
防
除
も

可
能
と
な
っ
た
の
で
経
済
効
果
が

高
く
是
非
と
も
臾
旌
さ
わ
る
よ
う

喃
望
し
ま
す
。

勉強の秋
秋

は

実

の

り

の

季

節

で

あ

る

。

農

作

物

の

み

な

ら

ず

人

の

心

身

も

例

外

で

は

な

い

小

春

日

の

射

し

こ

ひ

縁

側

に

も

「

静

け

さ

」

か

あ

り

、

ポ

ン

ド

に

勉

強

に

鎰

這

・Ｊ

谷

節

で

あ

る

。

本

賍

は

にソ

ワ

ド

兀

を

一七

ツ

ー・。‐
－

と

匚
厂
田
。

年
そ
の
実
現
に
努
刀
を
払
っ
て
い

る
こ
こ
は
御
承
仰
の
辿
‘リ
で
あ
る

が
、
町
内
の
各
豕
齟
は
果
し
て
］．

教
育
優
先
Ｔ
の
冢
匿
で
ゐ
る
た
ろ

‐リ
か
　
卒
し
に
家
庭
の
診
断
評
価

を
お
願
し
た
い
、

わ
が
家
（
特
に
両
親
）

の

教

育

関

心

し

ら

べ

囗

さ

き

激

励

型

「
勉
強
ぼ
Ｉ
川一
勉
強
せ
ｉ‐
ロ
ニ

の
連
発
。
こ
の
ご
ろ
何
を
習
っ

て
い
る
か
、
そ
れ
は
知
ら
ぬ
、

と
に
か
く
勉
強
だ
と
い
う
素
朴

瓱・
念
の
親
心
。

放

任

型

学
校
の
竡
莱
時
刻
も
知
ら
ぬ

ラ
フ
ト
九
生
の
姓
名
６
存
ぜ
ぬ
、

毅
卜
回
乍
宇
に
取
っ
で
貞
を
め

く
っ
た
こ
と
も
な
い
。
［
全
に

学
校
ふ
力
七
］
と
い
う
お
わ
ら

汐
にＵ
ぎ
る
冢
族

進

学

意

欲

過

剰

型

起
き
て
か
ら
愛
児
を
登
校
さ

せ
る
迄
は
勿
論
、
帰
宅
後
の
干

捗
、
や
れ
宿
扈
、
そ
れ
学
習
熟

通
い
、
家
庭
教
師
雇
入
論
と
関

心
迅
屈
で
ヒ
ス
的
に
さ
え
う
か

が
わ
れ
る
毋
駮
と
そ
の
支
持
畊

協

力

型

早
く
か
ら
愛
児
の
心
身
の
発

冐
に
暖
か
く
細
か
い
配
慮
を
つ

づ
け
個
性
能
力
体
力
を
察
知
す

る
、
朗
ら
か
な
家
庭
郤
囲
気
の

う
ら
に
り
が
子
の
現
状
を
話
し

こ
と

②
　
個
室
を
与
え
る
こ
と
の
出
来

る
広
さ
の
あ
る
家
で
は
是
非
「

子
供
専
用
室
」
を
作
る
こ
と
。

③
　
二
人
以
上
の
子
ど
も
に
一
室

を
与
え
る
。
そ
の
余
裕
が
な
い

家
で
は
内
廠
の
一
部
分
で
も
よ

い
、
愛
児
が
独
占
す
る
城
を
構

成
し
て
や
る
こ
と
。

④
　
特
に
家
族
の
大
人
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
は

ア
　
広
・ぷ
は
あ
る
の
に
机
の
位

苡
か
き
め
て
な
い
こ
と
。

イ
　
茶
の
問
に
テ
レ
ビ
と
子
供

た
ら
の
勉
強
机
と
が
同
居
し

て
い
る
こ
と
。

ウ
　
照
明
が
少
な
く
て
暗
い
こ

エ
　
考
え
、
記
憶
す
る
こ
と
が

予
習
復
習
の
勉
強
の
重
点
で

大
人
が
そ
れ
を
か
く
乱
し
な

合

い

（
子

も
加

ご

こ

囗

ド
の

灯
簗

は
巾

す
ま

’鳬
ら

、／
丶
将
来

り
呼
畄
万
向

を

蹈
　

合

い
、
愛

兇

川
ら
希
望
を

持
ち
努

パ
す

る

Ｉ
つ
に
っ
と

め

勺
冢
腿
－

特
に

父

Ｉ子
ど
も

の
勉
強

の
場

す
ま
い
は
家
々

で
皆
ち
が
う
の

で
一
律
に
は
云

え
ぬ
か
、
次
の

よ
う
な
点
に
親

が
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
、

①
　
一
人
一
人

に
れ
と
や
用
沾

置
場
を
与
え
る

△
敬
老
会
▽

九
月
二
十
日
（
月
）
四
七
〇
名
｡０
該
肖
者
昂
集
め
て
実
施
、

斉
藤
彦
一
さ
ん
等
が
表
彰
さ
れ
た
。

家
庭
学
習

の
諸
相

次
の
よ
う
Ｉ・
型
が
あ
る
。

①
恐
怖
型
Ｉ
ガ
ミ
ガ
’二
一‥
わ
れ
つ

づ
け
、
点
棡
評
価
を
気

に
し
て
内

心
ｊ
く
よ
く

②
順
心
型
‐
‐
言
は
れ
る
と
寸
な
お

に
き
い
て
勉
強
す
る
。

③

カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
型
－

内
心
い

や
い
や
、
お
叱
り
を
う

け
ぬ
先
に
机
に
つ
い
て

い
る
か
心
は
う
わ
の
空

④
自
立
型
ｉ
説
明
縟
畧

秋
の
国
体
か
岐
阜
で
展
開
さ
れ

た
。
各
選
手
の
出
場
ま
で
の
忍

苦
努
力
が
　
っ
出
場
」

の
栄
冠

と
な
っ
た
の
だ
。
　
ブ
ロ
野
球

初
の
二
冠
王
野
村
克
也
（
南
海

）
は
さ
わ
が
れ
て
ブ
ロ
入
し
た

選
手
で
は
な
い
。
入
団
決
十
二

ヶ
年
の
た
り
ま
心
黙
々
の
努
力

が
も
た
ら
し
た
「
宋
光
　
で
あ

ろ
う
。

勢　 調　 査国県 子供 会交 歓 大会
１ 日 国 勢 調 査 実 施　 ３ 日 調査 票 取

集　５日調査個票作成　６日－１７
日　 調 査 票 及 び 調 介 佃 票 の 審査 、
世 帯 名 簿 と 調 査 区 要 図 の 照 合
１８日－！９日世帯名愆審査、調査
票及び調査個票枚数点検
２０日　市町村要計表及び送付目録

作 成
２２日　各調査書へ県進達

191 号 国 道 改 修

三 隅 側 未 改修 区 間2890  mの 改 修 が 、 下 記 ４

組 に よっ て 夜 間 作業 を兼 ね て 実 施 中 で あ る
( 10, 20 現)

保育所運動会

工区　　延浸　進ちよく率
１　1 3,  7 6 5 m　　　４０％

( 内床板僑１鵈桀１)
２　3, 8  0 0 ( 暗 渠 １ ） ４０
３　6, 630　　　　　 ４ ０

いーネJ 1 8 0ｍ暗渠1
４　4, 705　　　　　　 ５（）

組 名

和泉組

安 藤

西 公

市川

８ ｊ」 ２ ３ 囗よ り ２ ５日 の 閼 長 門 部 各 地 よ
り１ ８ グ ルー プ が 参 加 し て 、実 施 さ れ た
野 外に おけ る団 体 生 活 を とお して 子 供 の 自
主 性 、協 同 性 、 社 会 性 を 身に つけ 、相 互 の
交 歓に よ り友 情 と親 睦 を 深 め 、 子 供 会活 動
の 耀 進 を はか っ た　 ２ ００ 名 の 各 地か ら集

っ た Ｔ供 達 は 多 く成 果 を 得 て 帰 っ た の で 、
各 地で の 成果 の 実 践 が 期 待 さ れ る。

９月 ２ ６日 豊 原 保 育 所 （ 児巾 １ ０ ０ 名 ）

１０月６日野波瀬保育所（児童８０名）そ

れ ぞ れお 父 さん や 、 ヤ 母 さん 達 が 大 勢 匐 示
し で 、一 諸 にお 遊 戯 の や だ る ま さん は こ び

な ど だ のし く 終っ た。 学 令 期 前。 園 児 へ父

兄 の関 心 が たか まっ て 来 たこ と は好 まし い

発 行 所
三隅町広報委員会
発行者　稲田正治
編集人 斉藤 元 宣



和牛の現状
と　方　向

農
業
の
近

代
化
に
伴
い

、
役
を
主
体

と
し
た
和
牛

は
機
械
に
そ

の
場
を
追
わ

れ
、
肉
を
七

体
と
し
た
目

的
に
変
ら
れ

年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
加
う
る

に
仔
牛
市
場
価
格
の
低
廉
が
更
に

飼
育
意
慾
を
減
退
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
を
数
字
で
見
る
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

本
町
和
牛
頭
歓
の
推
移

昭
和
三
十
　
昭
和
四
〇

七
年
四
月
　
年
四
月

生
産
牛
　
六
五
七
頭
　
三
九
〇
頭

（
五
七
一
戸
）
（
三
五
四
戸
）

肥
　

牛
　
　

六
三
頭
　

一
四
六
頭

計
　
　
七
二
〇
頭
　
五
三
六
頭

三
十
七
年
度
と
比
較
す
る
と
全
体

で
は
二
五
％
減
、
生
産
牛
で
は
四

〇
％
減
、
肥
牛
は
二
三
一
％
増
と

経
済
性
の
有
る
も
の
は
増
頭
し
た
。

が
総
体
的
に
は
非
常
に
減
少
し
た

肉
需
要
の
増
加
に
反
し
仔
牛
供
給

印
に
減
少
し
、
近
き
将
来
肉
資
源

の
枯
渇
す
る
時
期
が
く
る
も
の
と

思
は
れ
る
。
こ
う
し
た
事
を
反
映

し
て
仔
牛
相
場
は
口
を
追
っ
て
上

昇
し
て
い
る
。

こ
の
様
に
和
牛
生
産
は
漸
く
日

の
目
を
見
る
段
階
と
な
っ
た
が
、

経
営
様
式
の
変
化
で
急
激
に
増
加

生
産
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ

ろ
う
。
当
分
現
今
の
状
態
が
続
く

と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
和
牛

は
経
済
性
を
充
分
考
え
採
算
の
と

乱
る
経
営
に
改
善
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
大
規
模

な
草
地
造
成
に
よ
る
放
牧
施
設
、

仔
牛
価
格
補
償
制
度
に
よ
る
仔
牛

生
産
の
安
定
、
流
通
段
階
の
問
題

等
、
数
多
く
の
問
題
が
有
る
。
身

近
い
問
題
と
し
て
は
、
先
ず
環
境

を
考
え
、
山
草
裏
作
利
用
に
よ
る

多
頭
化
、
更
に
優
良
因
子
を
備
え

ろ
優
良
牛
の
飼
育
で
、
幸
い
系
統

優
良
牛
は
町
が
毎
年
奨
励
金
を
出

し
て
町
内
保
留
に
努
め
て
居
り
、

町
優
良
牛
保
畄
相
合
を
利
川
さ
れ

る
と
良
い
。
次
に
産
れ
た
仔
牛
の

飼
育
改
善
を
行
う
、
仔
牛
は
全
部

と
い
っ
て
い
い
程
肥
牛
素
牛
と
し

月
で
牝
二
二
Ｏ
Ｋ
牡
二
四
〇
Ｋ
に

は
し
た
い
。

体
重
別
市
場
価
格

（
本
年
九
月
市
場

よ
り
一
頭
当
り
）

体
　

重
　
　

牝
　
　
　

牡
　
　

」

一
七
〇
Ｋ
以
下
六
一
、
九
〇
〇
円
、
五
五
、
四
〇
〇
円

二
〇
〇
Ｋ
　
七
一
、
九
〇
〇
　
六
九
、
四
〇
〇

二
四
〇
Ｋ
以
上
　
七
九
、
六
〇
〇
　
七
九
、
八
〇
〇

以

上
の
様
に
体
重
の
多

い
程
高

く

．

取
引
さ
れ
て
居
り
、
身
近
に
有
る

山
地

の
利
用
放
牧
地
利
用
等

に
よ

て
取
引
さ
れ
て
い
る
の
で
、
消
費

者
の
求
め
る
品
を
作
る
事
が
経
済

原
則
で
こ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
仔
牛

を
作
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

母
牛
の
乳
量
は
分
娩
後
一
ヶ
月

目
で
は
、
約
八
七
り
で
仔
牛
が
飲

み
残
す
ほ
ど
の
泌
乳
量
が
有
す
る

が
、
三
ヵ
月
目
で
は

１
ヵ
月
日
の

七
九
％
、
五
ヵ
月
日
で
は
六
五
％

と
減
少
し
て
く
る
、
乳
量
が
大
き

く
減
少
す
る
月
令

ば
、
分
娩
後
三

ヵ
月
と
五
ヵ
月
目
と
見
ら
れ
る
か

ら
、
泌
乳
量
の
少
い
毋
牛
の
子
で

二
ヵ
月
母
乳
の
多
い
も
の
で
は
、

三
ヵ
月
令
頃

よ
り
別
飼
い
を
打
う

飼
料
は
基
礎
配
合
飼
料
を
使
う
と

良
い
。
こ
の
様
に
し
て
生
後
ハ

カ

る
飼
育
規
膜
の
拡
人
を
巡
め
、
火

に
優
良
牛
の
導
入
、
仔
牛
の
硝
石

改
善
等
を
進
め
る
事
が
今
後
の
生

産
牛
の
万
向
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
農
協
指
導
部
）

河川改修完成

三
隅
川
は
年
々
水
害

を
受
け
て
い
た
が
、
特

に
昭
和
ニ
十
九
年
未
曽

有
の
大
災
害
を
被
り
、

茲
に
抜
本
的
大
改
修
を

行
っ
て
民
生
の
安
定
を

期
し
た
い
と
の
悲
願
を

起
し
周
東
先
生
、
建
設
省
、
小
沢

、
橋
本
両
県
知
事
の
御
協
力
を
得

て
、
国
費
県
費
の
補
助
に
依
り
本

工
事
を
完
成
し
た
。

お
　
き
　
な

掻
き
よ
す
る
陶
器
の
屑
や
秋
の
愿

兎
　
　
史

秋
刀
魚
や
く
煙
は
沙
門
の
厨
に
も

鈴

愿
元
へ
道
剛
う
人
や
草
紅
柴

元

窯
の
ヱ
つ
や
ぺ
や
紅
き
木
の
実
か

な
　
　
　
　
蓮
　
　

水

秋
吋
や
三
之
淞
幺一
の
う
す
紅
葉

い亀
　
　
九
　
　
竄

た
ま
に
来
る
一
匹
の
た
め
秋
の
蚊

帳
　
　
　
　

無
　

名
　

女

吟
行
の
陶
土
の
里
や
乖
拮
据

翊
　
　

花

ロ
ク
ロ
踏
ひ
讖
の
咳
は
静
卜
な
り

た
　

け
　

し

老
の
秋
膝
関
節
に
始
友
れ
り

幾
度
か
喧
嘩
し
な
が
ら
木
（
い
ぐ
にご

追
名
　

雲
仙

次
は
拾
一
月
子
し
囗

Ｔ
卜

に

開
催
し
ま
す
、
回
へ
を

．
－
‐
ご
・
ご

に
公
民
館
へ
捉
出
し
匸
卜
し厂
‘

三
日
　
巾
原
ト
マ
女
史
碑
除

幕
式

五
口
　
定
例
出
納
検
査

五
日
、
六
日
　
県
畜
産
共
進

会
（
和
種
牛
参
加
）

七
日
　
郡
婦
人
体
育
大
会
（

……
間
巾
）

上
旬
　
ッ
反
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
‐、
生

ワ
ク
投
与
、
民
生
委
員
会

ナ
ー盲
　
三
叫
地
区
小
中
学
校

音
楽
会

十
四
凵
　
消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

中
旬
　
優
良
牛

保
畄
検
査
、

婦
人
農
業
学

級
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
、
長
門
市
大
津
郡

管
内
戸
籍
事
務
協
議
会
、

献
血
実
施

十
七
日
　
定
例
農
業
委
員
会

十
八
日
　
戦
歿
者
追
弔
会

下
旬
　
成
人
病
検
診
、
寄
生

虫
予
防
一
般
検
査
、
中
学

校
武
道
大
会
、
町
内
公
営

施
設
、
役
場
、
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
監
査

二
十
日
　
婦
人
会
一
日
旅
行
（

福
岡
）

二
十
六
日
　
河
川
改
修
竣
工
式

二
十
七
日
　
中
学
校
駅
伝
大
会

行

事

メ

モ

ー
（
り日
月
）－

（
十
一
．月
）

四
日
　
中
学
マ
ラ
ス
ン
大
会

六
日
　
定
例
出
納
検
査

七
日
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
研
究
協

議
会

上
旬
　
学
校
避
難
訓
練
、
民

生
委
員
改
選
、
新
委
員
任

命
、
歳
末
助
け
合
い
運
動

実
施
、
社
会
教
育
委
員
会

十
七
日
　
定
例
農
業
委
貝
会

中
旬
　
営
農
改
善
推
進
大
会

、
住
民
検
診
、
国
保
被
保

険
者
更
新
、
民
生
児
童
委
．

貝
会

二
十
四
口
　
浅
田
小
学
校
終
業

式二
十
五
日
　
宗
頭
小
、
明
倫
小

、
三
隅
中
学
校
終
業
式

下
旬
　
納
町
議
会

（
写
真
　
村
田
清
風
尊
聖
堂
の

像
）

栄
苑
に
建
立
し
竣
功
式
並
び
に
除

幕
式
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

に
お
申
込
み
下
さ
い
。

自
動
改
式
時
に
お
つ
け
す
る
。

単
独
電
話
の
場
合
架
設
料
金
は

加
人
料
　
　
三
百
円

設
備
料
　
　
一
万
円

債
券
引
受
額
八
万
円

共
同
電
話
の
場
合

債
券
引
受
額
　
一
万
円

と
推
察
さ
れ
狂
犬
病
予
防
上
因
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
今

後
は
未
登
録
米
注
射
入
が
危
害
を

加
え
た
場
合
は
総
て
告
発
さ
わ
警

察
に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
の
で
充

分
注
意
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

民

間

奉

仕

者

と

し

て

委

嘱

し

、

目

標

額

の

達

成

を

図

り

ま

す

の

で

御

協

力

を

願

い

ま

す

。

本

年

度

目

標

額

一

六

五

、

〇

〇

〇

円

一
戸
当
り
平
均
　
一
〇
〇
円

火

葬

場

使

用

一
棺
の
大
き
さ
　
最
大
限
縦
横
六

〇
糧
長
さ
二
米
で
す
が
出
米
得

る

限

り

小

さ

く

す

る

こ

と

。

二

棺

内

の

充

填

物
　

棺

の

申

の

空

間

を

充

填

す

る

た

め

藁

等

を

つ

め

こ

ま

な

い

こ

と

。

表
　

彰

社

会

保

険

庁

長

官

に

よ

る

納

付

組

織

の

俊

良

地

区
　

小

島

地

区

代
表
　
山
村
清
治

県

知

事

一

般

住

氏

の

結

核

予

防

の

業

績

三

隅

町

大

蔵

大

臣

並

び

に

日

銀

総

裁

連

名

に

よ

る

優

良

貯

蓄

功

労

者

斎
　

藤
　

元
　

宣

勲
　

記

勲
七
等
青
色
桐
葉
章
　
下
田
光

夫
　

田

中

滋
　

村

川

義

治
　

原

川

又

一
　

北

村

幸

一
　

永

岡

初

男
　

上

山

清

一
　

勲

八

等

白

色

桐

葉

章
　

山

本

藤

一
　

山

下

茂

一
　

今

田

卯

三

郎
　

早

田

隆

治

上

田

忠

男
　

田

村

精

介
　

大

谷

政

人
　

坂

田

繁

夫
　

山

本

伝

小

さ

な

善

行

△

寿

大

学

互

助

会

’

故
岡
村
弥
一
　
　
五
〇
〇
円

共
同
募
金

お
知
ら

せ（
そ
の
他
は
単
独
に
同
じ
）

こ
れ
は
普
通
加
入
区
域
で
の
お

申
込
み
に
限
り
ま
す
。

告

発

さ

れ

ま

す

畜
犬
登
録
狂
犬
病
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
強
く
勧
奨
し
て
ぃ
ま
す

が
非
合
法
飼
育
犬
は
登
録
犬
数
（

一
八
〇
頭
）
の
三
倍
は
い
る
も
の

一
顕
彰
碑
の
建
位

二
冊
子
の
発
行

三
向
学
青
少
年
の
奨
学
資
金

ま
ず
、
第
一
の
顕
彰
碑
を
呼
か

け
た
所
、
名
部
落
毎
に
軍
人
恩
給

連
合
会
や
軍
人
遺
族
の
方
が
斡
旋

さ
れ
、
約
八
百
名
の
寄
附
を
得
て

文
化
の
日
に
、
公
氏
館
前
庭
に
除

幕
式
を
行
う
運
び
に
な
っ
た
。

更
に
他
の
計
画
も
出
来
得
れ
ば

推
進
し
た
い
と
考
え
る
の
で
、
御

協
力
を
願
い
ま
す
。

顕
彰
会
建
築
委
員
会

木
村
平
次

社
会
福
祉
の
相
互
助
け
合
い
運

動
と
し
て
初
め
ら
れ
た
共
同
募
金

も
、
今
年
で
す
で
に
十
九
回
目
を

迎
え
、
赤
い
羽
根
の
善
意
運
動
と

し
て
、
十
月
一
日
よ
り
募
金
を
行

い
ま
す
。

経
済
の
向
上
と
社
会
の
発
展
に

よ
り
、
一
般
の
生
活
は
向
上
し
て

釆
ま
し
た
が
、
ま
だ
口
の
あ
た
ら

な
い
人
達
も
多
く
あ
り
、
町
で
も

こ
の
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
達
の
た
め

、
目
標
額
を
た
て
嘱
託
員
の
方
を

悲
喜
交

々
０
出
　
生
　
　
　
　
　

。
『

九
月
分

部
落
名
　
　
　
　
　
　

父
親

中
　
畑
　
　
桜
田
俊
夫
　
　
裕
治

宗

‘頭
　
　
沖
村
裕
子
　
　
良
祐

兎
渡
谷
　
　
伊
藤
紀
子
　
　
誠
治

ク
　
　
　
吉
川
敦
司
　
　
昭
明

大
　
竹
　
　
山
本
加
代
子
　
久
男

土

手

‘
有
馬
章
治
　

勲

久
　
原
　
　
高
崎
　
淳
　
　
寛
志

十
月
分
（
二
十
日
迄
）

樅
の
木
　
　
佐
々
木
利
倫
　
勝

豊
　
原
　
　
小
林
　
努
　
　
栄
治

平
　
野
　
　
田
村
小
百
合
　
俊
夫

Ｏ
死
　
亡

九
月
分

扠
の
木
　
　
川
村
ト
ラ
　
六
八
才

市
　
　
　

堀
　
（

ナ
　
七
四

市
　
　
　

阿
武
誠
一
　
七
二

中
　
村
　
　
竹
林
芳
輔
　
六
八

東
　
方
　
　
寺
嶋
清
作
　
四
八

小
　
陥
　
　

坂
田
義
亮
　
六
九

豊
　
原
　
　
小
林
ト
キ
　
ハ
九

浅
　
出
　
　
常
岡
マ
ス
　
ハ
三

〃
　
　
　
阿
部
ヨ
シ
　
七
二

十
月
分
（
二
十
日
迄
）
　
く

滝
　
坂
　
　
西
村
米
蔵
　
六
三

市
　
　
　

末
永
吉
蔵
　
八
五

中
　
村
　
　
山
本
竹
松
　
七
〇

野
波
瀬
　
木
村
重
右
衛
門
　
七

豊
　
原
　
　
原
田
　
光
　
一
七

自
動
式

電
話
に
切
替

来
年
六
月
頃
を
目
途
に
し
て
三

隅
電
報
電
話
局
の
電
話
を
自
動
電

話
に
切
り
か
え
に
な
り
ま
す
。

交
換
機
な
ど
最
新
式
の
設
備
に
よ

り
全
国
主
な
都
市
に
も
ダ
イ
ヤ
ル

を
ま
わ
す
だ
け
で
つ
な
が
り
大
変

便
利
に
な
り
ま
す
。
ま
た
料
金
利

度
も
電
灯
料
な
ど
と
同
様
に
基
不

料
（
四
百
円
程
度
）
と
利
用
の
度

合
（
町
内
の
電
話
で
も
一
回
に
計

算
す
る
）
の
度
数
料
金
制
が
火
施

さ
れ
ま
す
。
実
施
に
当
っ
て
は
現

在
の
電
話
番
谷
は
全
部
変
更
さ
れ

ま
す
。
尚
新
規
に
電
話
を
要
す
る

方
は
な
る
ぺ
く
は
早
目
（
今
年
中
）

完
成
の
た
め
災
害
関
連
工
事
（
改

修
）
を
併
せ
て
施
行
こ
の
事
業
費

一
位
六
千
五
百
万
円
、
二
十
九
年

以
後
の
災
害
復
旧
費
四
千
八
百
万

円
、
支
流
の
砂
防
事
業
費
六
千
万

円
、
海
岸
防
災
工
事
と
し
て
施
工

し
に
浅
田
川
及
び
三
隅
川
下
流
の

改
修
に
参
千
万
円
、
総
事
業
費
四

億
五
千
五
百
万
円
（
内
町
費
負
担

頡
は
参
干
六
百
参
拾
万
円
）
を
要

し
た
。

竣
功
に
あ
た
り
改
修
前
を
顧
み
れ

ば
治
水
事
業
が
、
如
何
に
民
生
安

定
上
大
き
な
恩
恵
を
与
え
て
る
か

わ
か
る
と
思
い
ま
す
．

そ
こ
で
巾
小
河
川
改
修
、
災
害
関

連
大
工
事
の
完
成
を
後
世
に
伝
え

る
為
の
周
東
先
生
揮
毫
の
碑
を
豊

中
原
ト
マ
女
史
碑文

化
の
日
に
除
幕

有
志
相
つ
ど
い
御
遺
徳
を
忍
び

こ
れ
を
後
世
に
の
こ
す
だ
め
、
ふ

の
計
画
を
進
め
る
こ
こ
に
し
た
。

家
庭
学
習
に
つ
い
て

一

卜

一

アンケー ト

灯
火
観
し
む
べ
き

候
。
家
庭
で
の
時
間

が
、
申
学
生
た
ち
に

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ふ
と
も
ら
し
に
一

生
徒
の
言
に
よ
れ
ば

毎
日
二
時
同
位
テ
レ

ビ
の
前
に
く
つ
つ
い
て
い
る
生
徒

が
ザ
ラ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

一
日
三
時
聞
か
目
標
、
せ
め
て
二

時
同
位
は
予
習
・
復
習
の
時
間
に

あ
て
な
い
と
学
校
の
進
度
に
つ
い

て
い
け
な
い
の
だ
が
。

・
一
年
生
の
勉
強
時
間
の
記
録

一
時
間
以
内
　
　
二
○
％

一
時
間
半
ま
で
　
二
〇
％

二
時
間
ま
で
　
　
三
五
％

二
時
間
半
ま
で
　
三
五
％

二
時
間
半
以
上
　
　
五
％

右
の
調
査
は
、
六
月
か
ら
七
月

の
訓
査
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と

四
〇
％
は
汕
強
吋
問
の
点
で
は
合

格
で
あ
る
。

勉
強
時
間
と
学
業
成
績
の
関
係

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
ち
が
い

に
は
言
・凡
な
い
が
、
大
体
の
傾
向

と
し
て
は
「
よ
く
勉
強
す
る
生
徒

は
学
業
成
績
も
向
上
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

成
績
向
上
度
は
Ｉ
よ
り
五
の
方

か
よ
い
。

清

風

句

会

十
　

月
　

分

昧
嗷
つ
く
り
終
え
て
今
年
も
恙
な

く
　
　
　
　

千
　
　
代

俳
歴
の
十
年
甲
斐
な
く
明
易
し

か
　
　
牛

窯
元
の
絖
水
ば
み
川
迦
ふ

一
　
　
平

忘
り
れ
し
纖
鈴
り
竚
も
狄
ば
し

句
　
　
一

汽
に単
発
つ
て
あ
と
は
蝮
と
秋
の
雲

困
鎧
を
饂
め
た

巾
小
河
川
指
定

に
は
特
に
心
齟

が
庇
が
れ
、
昭

和
三
十
一
年
よ

り
渮
工
爾
米
継

続
十
年
間
総
嫋

業
貿
一
億
五
千

万
円
を
迴
し
に

尚
改
修
の
早
期

故
光
永
フ
シ
・・・
二
、
五
〇
〇

豊
原
寿
大
学
生
・：

六
、
二
〇
〇

村
田
賢
次
・・・三
、
〇
〇
〇

上
申
小
野
、
麓
寿
大
学
生

四
、
二
〇
〇

故
小
林
ト
キ
：
ふ
二
、
○
○
○

故
阿
部
ヨ
シ
…
二
、
〇
〇
〇

広
島
中
央
放
送
局

『

○
○
○

故
豊
川
キ
ヨ
　
一
、
五
〇
〇

山
本
多
鶴
子
…
国
文
解
釈
法
外

八
十
冊

久
保
雲
仙
　
　
俳
句
誌

△
愛
の
基
金

故
坂
剛
義
亮
　
三
、
〇
〇
〇
円

故
山
本
竹
松
　
五
、
〇
〇
〇

熊
野
和
正
、
前
山
和
夫
　
犬
の

買
却
代
金
を
基
金
に
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